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Ⅰ．調査概要 
１－１ 調査件名 
さくら市自然環境調査（平成 28 年度両生類、爬虫類、昆虫調査） 

 

１－２ 調査目的 
さくら市環境基本計画に基づき、市内の自然環境の状況を把握し、地域の生物多様

性の保全のための基礎資料を得ることを目的に、両生類、爬虫類、昆虫類の現地調査

を行った。 

 

１－３ 調査対象地 
栃木県さくら市行政区域内 

 

１－４ 調査実施日 
両生類、爬虫類調査 

春季  ：平成 28 年 5 月 25 日、平成 28 年 5 月 27 日 

夏季  ：平成 28 年 7 月 20 日、平成 28 年 7 月 21 日 

 

昆虫類調査 

春季  ：平成 28 年 5 月 28 日、平成 28 年 5 月 29 日 

夏季  ：平成 28 年 8 月 10 日、平成 28 年 8 月 11 日 

秋季  ：平成 28 年 10 月 15 日、平成 28 年 10 月 18 日 
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Ⅱ．調査方法 
２－１ 調査地点選定 
平成 23 年度に実施した両生類、爬虫類、昆虫類調査結果と平成 28 年度の調査結果

の比較・検討を行うため、平成 23 年度と同地点で調査を行った。 

自然環境調査地点を図１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 自然環境調査地点図
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２－２ 調査方法 
２－２－１ 両生類調査 

各調査地点における両生類の生息状況を把握するため、踏査を実施し、捕獲、視認、

鳴き声による種の同定を行った。 

 

２－２－２ 爬虫類調査 
各調査地点における爬虫類の生息状況を把握するため、踏査を実施し、捕獲、視認

による種の同定を行った。 

 

２－２－３ 昆虫類調査 
各調査地点における昆虫類の生息状況を把握するため、一般採取（ルッキング法，

ネッティング法，ビーティング法，スィーピング法等）により調査を実施した。 
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Ⅲ．調査結果 
３－１ 両生類調査結果 

本調査により、2目 5科 7種の両生類が確認された。このうち、2目 4科 6 種が重要

種となった。 

両生類確認種一覧を表３－１に、両生類重要種一覧を表３－２に、各地点での両生

類重要種一覧を３－３に示す。 

 

表３－１ 両生類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 確認地点 備考 

ｻﾝｼｮｳｳｵ ｲﾓﾘ ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ  ● ①② 成体 

ｶｴﾙ ﾋｷｶﾞｴﾙ ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ ●  ① 幼生 

 ｱﾏｶﾞｴﾙ ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ ● ● ①②③④⑤⑥ 幼生､幼体､成体､鳴声 

 ｱｶｶﾞｴﾙ ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ ● ● ①②③⑤⑥ 幼生､幼体､成体 

  ﾂﾁｶﾞｴﾙ ●  ④ 成体 

  ﾄｳｷｮｳﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ ● ● ①②③④⑤⑥ 幼体､成体､鳴声 

 ｱｵｶﾞｴﾙ ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ ● ● ①②③ 幼体､鳴声 

2 目 5 科 7 種 6 種 5 種 － － 

 

 

表３－２ 両生類重要種一覧 

選定基準 調査結果 

目名 科名 種名 種の 
保存法 

環境省 
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ
2015 

栃木県 
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ
2011 

改訂版 

H23 年度 H28 年度

ｻﾝｼｮｳｳｵ ｲﾓﾘ ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ  NT Ⅱ類  ● 

ｶｴﾙ ﾋｷｶﾞｴﾙ ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ   要注目 ○ ● 

 ｱｶｶﾞｴﾙ ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ   準 ○ ● 

  ﾂﾁｶﾞｴﾙ   Ⅱ類  ● 

  ﾄｳｷｮｳﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ  NT 準 ○ ● 

 ｱｵｶﾞｴﾙ ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ   準 ○ ● 

2 目 4 科 6 種 0 種 2 種 6 種 4 種 6 種 

※「○」は平成 23 年度調査で確認された種、｢●｣は平成 28 年度調査で確認された種を表す。 
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表３－３ 各地点での両生類重要種一覧 

調査結果 

H23 年度 H28 年度 

丘陵地 
河

川
水田 丘陵地 

河

川 
水田 

目名 科名 種名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ｻﾝｼｮｳｳｵ ｲﾓﾘ ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ       ● ●     

ｶｴﾙ ﾋｷｶﾞｴﾙ ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ ○      ●      

 ｱｶｶﾞｴﾙ ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●  ● ●

  ﾂﾁｶﾞｴﾙ          ●   

  ﾄｳｷｮｳﾀﾞﾙﾏｶﾞｴﾙ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●

 ｱｵｶﾞｴﾙ ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ ○ ○ ○    ● ● ●    

地点別合計 4 種 3種 3種 2種 2種 2種 5種 4種 3 種 2 種 2 種 2 種

合 計 1 目 3 科 4種 2 目 4 科 6種 

※「○」は平成23年度調査で確認された種、｢●｣は平成28年度調査で確認された種を表す。 

 

以下に確認された注目種の生態を示す。 
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ア．アカハライモリ 

平野部では主に水田とその周辺の水路やため池に生息する。未成熟個体は林

床や草地など陸上で生活するため、本種の生息には、水辺に隣接した林や草地

が必要である。 

 

 

アカハライモリ（平成 28 年 7 月 20 日撮影） 

 

 

イ．アズマヒキガエル 

生息地は林、湿原、川・沢、水田、住宅地など幅広いが、ため池や湿地など

の産卵地と、非繁殖期の生息地となる林などが隣接している必要がある。 

 

 

アズマヒキガエル（平成 28 年 5 月 25 日撮影） 
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ウ．ニホンアカガエル 

水田、湿地、池などの浅い止水域に産卵し、非繁殖期は周辺の林の林床や草

むらで生活する。このため、産卵地と非繁殖期の生活場所が隣接している必要

がある。 

 

ニホンアカガエル（平成 28 年 7 月 20 日撮影） 

 

エ．ツチガエル 

水田とその水路、河川、湿原、流れの緩やかな小川の繁み、山間の沢の溜ま

りなどに生息するが、水辺からあまり離れていない草地・森林、畑などで確認

されることがある。 

 

オ．トウキョウダルマガエル 

生息地の大部分は水田とその周辺であるが、河川や沼、湿地、草地などでも

確認されることがある。 

 

トウキョウダルマガエル（平成 28 年 7 月 20 日撮影） 
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カ．シュレーゲルアオガエル 

水田、池、沼、湿原などの水際の土質が軟らかいところでで産卵し、非繁殖

期は周辺の樹林地で生活するため、水辺と林が隣接している必要がある。 

 

シュレーゲルアオガエル（平成 28 年 7 月 20 日撮影） 

 

 

参考）レッドデータブックとちぎ－栃木県の保護上注目すべき地形・地質・野生動植

物－（2005 栃木県林務部自然環境課） 
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３－２ 爬虫類調査結果 

本調査により、1目 3科 5種の爬虫類が確認された。このうち、1目 3科 5 種が重要

種となった。 

爬虫類確認種一覧を表３－４に、爬虫類重要種一覧を表３－５に、各地点での爬虫

類重要種一覧を３－６に示す。 

 

表３－４ 爬虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 確認地点 備考 

ﾄｶｹﾞ ﾄｶｹﾞ ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ ●  ① 幼体 

 ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ ● ● ①②③④ 成体 

 ﾅﾐﾍﾋﾞ ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ  ● ③ 幼体 

  ｼﾏﾍﾋﾞ ● ● ③⑥ 成体、脱殻 

  ﾔﾏｶｶﾞｼ ●  ① 成体 

1 目 3 科 5 種 4 種 3 種 － － 

 

 

表３－５ 爬虫類重要種一覧 

選定基準 調査結果 

目名 科名 種名 種の 
保存法 

環境省 
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ
2015 

栃木県 
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ
2011 

改訂版 

H23 年度 H28 年度

ﾄｶｹﾞ ﾄｶｹﾞ ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ   Ⅱ類  ● 

 ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ   要注目 ○ ● 

 ﾅﾐﾍﾋﾞ ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ   要注目 ○ ● 

  ｼﾏﾍﾋﾞ   要注目 ○ ● 

  ﾔﾏｶｶﾞｼ   準 ○ ● 

1 目 3 科 5 種 0 種 0 種 5 種 4 種 5 種 

※「○」は平成 23 年度調査で確認された種、｢●｣は平成 28 年度調査で確認された種を表す。 
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表３－６ 各地点での爬虫類重要種一覧 

調査結果 

H23 年度 H28 年度 

丘陵地 
河

川 
水田 丘陵地 

河

川 
水田 

目名 科名 種名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

ﾄｶｹﾞ ﾄｶｹﾞ ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ       ●      

 ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ  ○ ○    ● ● ● ●   

 ﾅﾐﾍﾋﾞ ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ ○        ●    

  ｼﾏﾍﾋﾞ ○  ○ ○ ○ ○   ●   ●

  ﾔﾏｶｶﾞｼ ○ ○ ○ ○   ●      

地点別合計 3 種 2種 3種 2種 1種 1種 3種 1種 3 種 1 種 0 種 1種

合 計 1 目 2 科 4種 1 目 3 科 5種 

※「○」は平成23年度調査で確認された種、｢●｣は平成28年度調査で確認された種を表す。 

 

以下に確認された注目種の生態を示す。 
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ア．ヒガシニホントカゲ 

樹林地や住宅地などに生息し、人家周辺では、日当たりの良い石垣や適度に

草が生えた庭先で見られることが多い。また、山地や丘陵部では、林道脇など

林縁部で確認されることが多い。 

 

イ．ニホンカナヘビ 

丘陵部や山地では、主に森林の林縁部に生息し、平野部では、森林の林縁部

のほか、水田や住宅地・商業地の草地などに生息する。 

 

ウ．アオダイショウ 

草地、水田、森林など多様な環境に生息する。 

 

 

アオダイショウ（平成 28 年 7 月 20 日撮影） 
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エ．シマヘビ 

水田、草地、森林など多様な環境に生息する。平野部・丘陵部では、水田に

おける生息確認例が多い。 

 

 

シマヘビ（平成 28 年 5 月 27 日撮影） 

 

 

オ．ヤマカガシ 

水田などの水辺近くをはじめ、森林や草地など多様な環境に生息している。 

 

 

ヤマカガシ（平成 28 年 5 月 25 日撮影） 

 

参考）レッドデータブックとちぎ－栃木県の保護上注目すべき地形・地質・野生動植

物－（2005 栃木県林務部自然環境課） 
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３－３ 昆虫類調査結果 

本調査により、13 目 109 科 373 種の昆虫類が確認された。このうち、7 目 23 科 32

種が重要種となった。 

昆虫類確認種一覧を表３－６に、昆虫類重要種一覧を表３－７に、各地点での昆虫

類重要種一覧を３－８に示す。 

 

表３－６（１） 昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 秋季 確認地点 

ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ  ○  ⑤ 

 ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ ﾎｿﾐｵﾂﾈﾝﾄﾝﾎﾞ ○ ○ ○ ①②③⑤ 

  ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ   ○ ①③⑤ 

 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ ○ ○ ○ ①②③⑤⑥ 

  ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ ○   ⑥ 

  ﾋｶﾞｼｶﾜﾄﾝﾎﾞ ○   ①② 

 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ ﾔﾏｻﾅｴ ○   ①② 

  ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ ○   ⑥ 

  ﾎﾝｻﾅｴ ○   ② 

  ｵﾅｶﾞｻﾅｴ  ○  ⑥ 

  ｺｵﾆﾔﾝﾏ ○ ○  ①②③⑤⑥ 

 ｵﾆﾔﾝﾏ ｵﾆﾔﾝﾏ  ○  ①②③⑤ 

 ﾔﾝﾏ ｷﾞﾝﾔﾝﾏ  ○  ⑤⑥ 

 ﾄﾝﾎﾞ ﾊﾗﾋﾞﾛﾄﾝﾎﾞ ○   ① 

  ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ ○ ○  ①②③⑤⑥ 

  ｼｵﾔﾄﾝﾎﾞ ○   ①②③ 

  ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ  ○  ① 

  ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ  ○  ②⑤⑥ 

  ﾅﾂｱｶﾈ  ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

  ﾏﾕﾀﾃｱｶﾈ  ○ ○ ①③⑤⑥ 

  ｱｷｱｶﾈ  ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

  ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ  ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

  ﾏｲｺｱｶﾈ  ○  ③ 

  ﾐﾔﾏｱｶﾈ  ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ  ○  ① 

ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ﾊﾗﾋﾞﾛｶﾏｷﾘ  ○  ⑤ 

  ｺｶﾏｷﾘ  ○  ②⑤ 

  ｵｵｶﾏｷﾘ  ○ ○ ②⑤ 

ﾊﾞｯﾀ ｹﾗ ｹﾗ   ○ ① 
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表３－６（２） 昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 秋季 確認地点 

ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ   ○ ⑤ 

  ｼﾊﾞｽｽﾞ   ○ ③④ 

  ﾏﾀﾞﾗｽｽﾞ  ○ ○ ①④ 

  ﾔﾁｽｽﾞ   ○ ③ 

  ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ  ○ ○ ①②⑤ 

  ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ   ○ ② 

  ﾀﾝﾎﾞｺｵﾛｷﾞ  ○ ○ ①③⑤ 

 ｽｽﾞﾑｼ ｽｽﾞﾑｼ  ○  ② 

 ﾏﾂﾑｼ ｱｵﾏﾂﾑｼ   ○ ①②③④ 

 ｶﾈﾀﾀｷ ｶﾈﾀﾀｷ   ○ ⑤ 

 ｶﾝﾀﾝ ｶﾝﾀﾝ  ○ ○ ③⑤ 

 ｷﾘｷﾞﾘｽ ﾂﾕﾑｼ   ○ ①②③ 

  ｷﾘｷﾞﾘｽ  ○  ④ 

  ﾋﾒｷﾞｽ ○   ①② 

  ｳｽｲﾛｻｻｷﾘ   ○ ②⑤ 

  ｸﾋﾞｷﾘｷﾞｽ   ○ ② 

  ｸｻｷﾘ  ○  ② 

 ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ  ○ ○ ①②③⑤ 

 ﾊﾞｯﾀ ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ  ○ ○ ②⑤⑥ 

  ｶﾜﾗﾊﾞｯﾀ ○ ○ ○ ④ 

  ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀ  ○ ○ ②④⑤ 

  ﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ  ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

  ﾂﾏｸﾞﾛｲﾅｺﾞ  ○  ②⑤ 

  ﾅｷｲﾅｺﾞ ○   ①③④ 

  ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ  ○ ○ ④ 

  ﾊﾈﾅｶﾞｲﾅｺﾞ  ○ ○ ①⑤⑥ 

  ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ  ○ ○ ②⑤⑥ 

  ﾔﾏﾄﾌｷﾊﾞｯﾀ  ○  ③ 

  ﾂﾁｲﾅｺﾞ   ○ ②③④ 

  ｲﾎﾞﾊﾞｯﾀ   ○ ④ 

 ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾄｹﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ  ○  ① 

  ｺﾊﾞﾈﾋｼﾊﾞｯﾀ ○  ○ ④⑤⑥ 

  ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ ○ ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼﾓﾄﾞｷ ○ ○  ②③ 

ｶﾒﾑｼ ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ  ○  ①②③⑤ 
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表３－６（３） 昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 秋季 確認地点 

ｶﾒﾑｼ ﾊｺﾞﾛﾓ ｽｹﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ  ○  ②⑤ 

  ﾍﾞｯｺｳﾊｺﾞﾛﾓ  ○ ○ ①②③ 

  ｱﾐｶﾞｻﾊｺﾞﾛﾓ  ○  ①② 

 ｾﾐ ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ  ○  ①②③④⑥ 

  ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ  ○ ○ ①②③④⑥ 

  ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ  ○  ②④⑥ 

  ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ  ○  ①②③④ 

  ﾋｸﾞﾗｼ  ○  ①③ 

 ｱﾜﾌｷﾑｼ ｼﾛｵﾋﾞｱﾜﾌｷ  ○  ② 

  ｸﾛｽｼﾞｱﾜﾌｷ  ○  ② 

  ﾏﾙｱﾜﾌｷ ○   ④ 

 ﾂﾉｾﾞﾐ ﾄﾋﾞｲﾛﾂﾉｾﾞﾐ ○  ○ ①③ 

 ｵｵﾖｺﾊﾞｲ ﾂﾏｸﾞﾛｵｵﾖｺﾊﾞｲ ○ ○ ○ ①②③⑤ 

  ｵｵﾖｺﾊﾞｲ ○ ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

 ｱﾒﾝﾎﾞ ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ ○ ○ ○ ② 

  ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ ○ ○ ○ ①②④⑤⑥ 

  ｱﾒﾝﾎﾞ  ○ ○ ④⑤⑥ 

 ｺｵｲﾑｼ ｵｵｺｵｲﾑｼ ○   ② 

 ﾏﾂﾓﾑｼ ﾏﾂﾓﾑｼ ○   ② 

 ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｸﾛﾏﾙｶｽﾐｶﾒ ○ ○  ④⑤ 

  ｶｽﾐｶﾒﾑｼ科の一種   ○ ⑤ 

 ｻｼｶﾞﾒ ｵｵﾄﾋﾞｻｼｶﾞﾒ   ○ ② 

  ｱｶｻｼｶﾞﾒ   ○ ② 

  ｼﾏｻｼｶﾞﾒ ○   ② 

  ﾔﾆｻｼｶﾞﾒ ○   ① 

 ﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ ﾉｺｷﾞﾘﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ ○   ② 

 ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾎｿｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○ ③ 

  ｵｵﾒｶﾒﾑｼ   ○ ① 

 ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○ ③ 

 ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾎｼｶﾒﾑｼ ○   ③ 

 ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ○  ○ ①④ 

 ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ ○   ① 

  ﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ ○  ① 

  ﾎｼﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ  ○  ④⑤ 

  ｵｵﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ ○ ○  ②③ 



 16

 

表３－６（４） 昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 秋季 確認地点 

ｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾌﾞﾁﾋｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ ○   ② 

 ﾏﾙｶﾒﾑｼ ﾏﾙｶﾒﾑｼ ○ ○ ○ ①②③⑤ 

 ｷﾝｶﾒﾑｼ ｱｶｽｼﾞｷﾝｶﾒﾑｼ ○ ○  ②⑤ 

 ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞﾒ ○   ② 

  ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ  ○  ②③ 

  ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ ○   ⑤ 

 ﾂﾉｶﾒﾑｼ ｱｵﾓﾝﾂﾉｶﾒﾑｼ   ○ ③ 

  ｴｻｷﾓﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ  ○  ① 

ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾂﾉﾄﾝﾎﾞ ｷﾊﾞﾈﾂﾉﾄﾝﾎﾞ ○   ③ 

ｺｳﾁｭｳ ﾊﾝﾐｮｳ ｱｲﾇﾊﾝﾐｮｳ ○   ④ 

  ﾄｳｷｮｳﾋﾒﾊﾝﾐｮｳ  ○  ①②③ 

  ｺﾆﾜﾊﾝﾐｮｳ ○ ○ ○ ④ 

 ｵｻﾑｼ ｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ ○   ② 

  ｸﾛｵｻﾑｼ ○ ○  ①②③ 

  ｵｻﾑｼﾓﾄﾞｷ ○  ○ ④ 

  ｷﾝﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ ○ ○  ①③ 

  ﾙﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○ ○  ①② 

  ｾｱｶﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ  ○ ○ ②⑤ 

  ﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ  ○  ③ 

  ｵｵﾎｼﾎﾞｼｺﾞﾐﾑｼ ○ ○  ③⑤ 

  ｺﾞﾐﾑｼ ○  ○ ②③ 

  ﾋﾒｺﾞﾐﾑｼ ○   ① 

  ｹｳｽｺﾞﾓｸﾑｼ   ○ ⑤ 

  ｵｵｽﾞﾋﾒｺﾞﾓｸﾑｼ   ○ ⑥ 

  ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ ○ ○  ②③ 

  ｷﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ  ○  ② 

  ﾄｯｸﾘｺﾞﾐﾑｼ   ○ ② 

  ﾎｿｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ   ○ ③ 

  ｷｸﾋﾞｱｵｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ  ○  ② 

  ｺﾙﾘｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ  ○ ○ ②⑤ 

 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ｸﾛｹﾞﾝｺﾞﾛｳ   ○ ① 

  ｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ○   ② 

  ｺｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ○   ② 

 ｶﾞﾑｼ ｺｶﾞﾑｼ ○ ○  ④⑤ 

 ｼﾃﾞﾑｼ ｵｵﾋﾗﾀｼﾃﾞﾑｼ  ○  ③ 
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表３－６（５） 昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 秋季 確認地点 

ｺｳﾁｭｳ ﾊﾈｶｸｼ ｶﾗｶﾈﾊﾈｶｸｼ ○   ③ 

 ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ ｽｼﾞｸﾜｶﾞﾀ  ○  ① 

 ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺｸﾛｺｶﾞﾈ ○   ② 

  ｺﾌｷｺｶﾞﾈ  ○  ① 

  ﾋﾒｱｼﾅｶﾞｺｶﾞﾈ ○   ②③ 

  ﾋﾒﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ ○   ④ 

  ｺｲﾁｬｺｶﾞﾈ ○   ②③ 

  ﾋﾗﾀｱｵｺｶﾞﾈ ○   ① 

  ﾋﾒｺｶﾞﾈ  ○  ①③⑤ 

  ｺｶﾞﾈﾑｼ ○   ①③⑤ 

  ｳｽﾁｬｺｶﾞﾈ ○   ④ 

  ﾏﾒｺｶﾞﾈ  ○ ○ ①②③⑤⑥ 

  ﾋﾗﾀﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○   ①③ 

  ｸﾛﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○   ① 

  ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○ ○ ○ ①②③④⑥ 

  ｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○   ④ 

  ｶﾅﾌﾞﾝ  ○  ①② 

 ｺﾒﾂｷﾑｼ ﾋｹﾞｺﾒﾂｷ ○   ③ 

  ｻﾋﾞｷｺﾘ ○   ① 

  ﾎｿｻﾋﾞｷｺﾘ ○   ④ 

  ﾋﾒｻﾋﾞｷｺﾘ ○   ① 

  ｱｶﾋｹﾞﾋﾗﾀｺﾒﾂｷ ○   ② 

  ｱｶｱｼｵｵｸｼｺﾒﾂｷ ○   ③ 

  ｷｱｼﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾒﾂｷ ○   ④ 

  ｺﾒﾂｷﾑｼ科の一種 ○   ①④⑥ 

 ﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ ﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ ○   ① 

  ｸｼﾋｹﾞﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ ○   ② 

  ﾎｿﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ ○   ③ 

  ﾊﾅﾎﾞﾀﾙの一種 ○   ⑤ 

 ﾎﾀﾙ ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ  ○  ① 

 ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ○   ①③⑤ 

  ｾﾎﾞｼｼﾞｮｳｶｲ ○   ⑤ 

  ﾋｶﾞｼﾏﾙﾑﾈｼﾞｮｳｶｲ ○   ① 

  ｱｵｼﾞｮｳｶｲ ○   ②③ 

  ｷｲﾛｼﾞｮｳｶｲ ○   ① 
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表３－６（６） 昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 秋季 確認地点 

ｺｳﾁｭｳ ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ｷﾍﾞﾘｺﾊﾞﾈｼﾞｮｳｶｲ ○   ④ 

 ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ﾂﾏｷｱｵｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ○   ③ 

 ﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ ﾐﾂﾓﾝｾﾏﾙﾋﾗﾀﾑｼ   ○ ③ 

 ｵｵｷｽｲﾑｼ ﾖﾂﾎﾞｼｵｵｷｽｲ  ○  ① 

 ｺﾒﾂｷﾓﾄﾞｷ ﾎﾎﾋﾞﾛｺﾒﾂｷﾓﾄﾞｷ ○   ③ 

 ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾖﾂﾎﾞｼﾃﾝﾄｳﾀﾞﾏｼ  ○  ② 

 ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾋﾒｱｶﾎｼﾃﾝﾄｳ ○   ② 

  ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ ○ ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

  ﾅﾐﾃﾝﾄｳ ○  ○ ③④⑤ 

  ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ ○   ①⑤ 

  ｵｵﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ ○   ① 

 ｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ ﾓﾓﾌﾞﾄｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ ○   ①④ 

  ｱｵｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ ○   ③ 

 ﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ ﾂﾁﾊﾝﾐｮｳ科の一種 ○   ① 

 ｸﾁｷﾑｼ ｵｵｸﾁｷﾑｼ ○   ⑤ 

  ｱｶﾊﾞﾈﾂﾔｸﾁｷﾑｼ ○   ⑤ 

 ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾋﾒｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ○   ④ 

  ﾃﾝﾄｳｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ   ○ ③ 

  ｷﾏﾜﾘ ○ ○  ②④ 

  ｽｼﾞｺｶﾞｼﾗｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ○   ⑤⑥ 

 ｶﾐｷﾘﾑｼ ﾂﾔｹｼﾊﾅｶﾐｷﾘ ○   ①③ 

  ｱｶﾊﾅｶﾐｷﾘ  ○  ② 

  ﾂﾏｸﾞﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ ○   ①③ 

  ﾌﾀｺﾌﾞﾙﾘﾊﾅｶﾐｷﾘ ○   ① 

  ｷｽｼﾞﾄﾗｶﾐｷﾘ ○   ② 

  ﾄｹﾞﾋｹﾞﾄﾗｶﾐｷﾘ ○   ①③ 

  ﾑﾈﾏﾀﾞﾗﾄﾗｶﾐｷﾘ ○   ③ 

  ｼﾛﾄﾗｶﾐｷﾘ ○   ① 

  ｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ ○   ③④ 

  ﾅｶｼﾞﾛｻﾋﾞｶﾐｷﾘ ○   ① 

  ｷﾎﾞｼｶﾐｷﾘ  ○  ① 

  ｸﾜｶﾐｷﾘ  ○  ① 

  ﾖﾂｷﾎﾞｼｶﾐｷﾘ ○   ③ 

  ｼﾗﾎｼｶﾐｷﾘ ○   ① 

  ﾍﾘｸﾞﾛﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ ○   ③ 
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表３－６（７） 昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 秋季 確認地点 

ｺｳﾁｭｳ ｶﾐｷﾘﾑｼ ｼﾗﾊﾀﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ ○   ⑥ 

  ﾎｿｷﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ ○   ② 

  ｷｸｽｲｶﾐｷﾘ ○   ①⑤ 

 ﾊﾑｼ ﾙﾘｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ ○   ② 

  ﾄﾎｼｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ ○ ○  ⑤ 

  ﾔﾏｲﾓﾊﾑｼ ○ ○  ①⑥ 

  ﾔﾂﾎﾞｼﾂﾂﾊﾑｼ ○   ① 

  ｸﾛﾎﾞｼﾂﾂﾊﾑｼ ○   ① 

  ﾄﾞｳｶﾞﾈﾂﾔﾊﾑｼ ○  ○ ③ 

  ﾄﾞｳｶﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ ○   ③ 

  ﾔﾅｷﾞﾙﾘﾊﾑｼ ○ ○  ④ 

  ﾖﾓｷﾞﾊﾑｼ ○  ○ ②④⑤ 

  ｺｶﾞﾀﾙﾘﾊﾑｼ ○   ② 

  ｳﾘﾊﾑｼ ○ ○ ○ ①②③⑥ 

  ｸﾛｳﾘﾊﾑｼ ○   ② 

  ｸﾜﾊﾑｼ ○   ①⑤ 

  ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ   ○ ③ 

  ﾎﾀﾙﾊﾑｼ  ○  ② 

  ｱﾄﾎﾞｼﾊﾑｼ ○   ① 

  ｶﾐﾅﾘﾊﾑｼの一種 ○   ① 

  ﾙﾘﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ ○   ① 

 ｵﾄｼﾌﾞﾐ ﾋﾒｸﾛｵﾄｼﾌﾞﾐ ○   ① 

  ｴｺﾞﾂﾙｸﾋﾞｵﾄｼﾌﾞﾐ ○   ③ 

  ｱｶｸﾋﾞﾅｶﾞｵﾄｼﾌﾞﾐ ○   ① 

 ｿﾞｳﾑｼ ｼﾛｺﾌﾞｿﾞｳﾑｼ ○ ○  ②③⑤ 

  ﾋﾒｼﾛｺﾌﾞｿﾞｳﾑｼ ○   ③ 

  ｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ ○   ①③⑤ 

  ｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ ○ ○  ⑤ 

  ｶｼｱｼﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ ○   ③ 

  ｵｼﾞﾛｱｼﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ ○ ○  ①③⑤ 

  ｱｵﾊﾞﾈｻﾙｿﾞｳﾑｼ ○   ⑥ 

  ｳｽﾓﾝｶﾚｷｿﾞｳﾑｼ ○   ① 

 ｵｻｿﾞｳﾑｼ ﾄﾎｼｵｻｿﾞｳﾑｼ ○   ② 

ﾊﾁ ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ ﾙﾘﾁｭｳﾚﾝｼﾞ  ○  ⑤ 

 ﾊﾊﾞﾁ ｾｸﾞﾛｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ ○   ⑤ 
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表３－６（８） 昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 秋季 確認地点 

ﾊﾁ ﾊﾊﾞﾁ ﾆﾎﾝｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ ○   ⑤ 

 ｱﾘﾊﾞﾁ ﾋﾄﾎｼｱﾘﾊﾞﾁ  ○  ②⑤ 

 ﾂﾁﾊﾞﾁ ｱｶｽｼﾞﾂﾁﾊﾞﾁ  ○  ③ 

  ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ  ○ ○ ①②④⑤ 

  ｷﾝｹﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ ○  ○ ③ 

  ﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ ○  ○ ②③④⑤ 

 ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ ｵｵﾓﾝｸﾛﾍﾞｯｺｳ  ○  ①⑤ 

 ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ ﾌﾀｽｼﾞｽｽﾞﾊﾞﾁ ○   ② 

  ﾐｶﾄﾞﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ  ○  ③ 

  ｽｽﾞﾊﾞﾁ  ○  ② 

 ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾑﾓﾝﾎｿｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ ○ ○ ○ ①② 

  ﾌﾀﾓﾝｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ ○ ○ ○ ①②④⑤⑥ 

  ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ  ○  ①② 

  ｷﾎﾞｼｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ  ○ ○ ①②③④ 

  ｺｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ ○ ○ ○ ①②③⑤ 

  ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○  ○ ③⑤ 

  ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○ ○ ○ ①③④ 

  ｷｲﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○ ○ ○ ①③⑥ 

  ﾋﾒｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ  ○  ①③ 

  ｸﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ○   ③ 

 ｱﾅﾊﾞﾁ ｸﾛｱﾅﾊﾞﾁ  ○  ③ 

  ｼﾞｶﾞﾊﾞﾁの一種 ○   ② 

  ｻﾄｼﾞｶﾞﾊﾞﾁ ○ ○  ①④ 

 ﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ ｳﾂｷﾞﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ ○   ① 

 ｺｼﾌﾞﾄﾊﾅﾊﾞﾁ ｸﾏﾊﾞﾁ ○ ○ ○ ①②④⑥ 

 ﾐﾂﾊﾞﾁ ﾄﾗﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ ○ ○  ③⑥ 

  ｺﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ ○   ①③⑤ 

  ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁ   ○ ①②③⑤⑥ 

  ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ ○ ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

ｼﾘｱｹﾞﾑｼ ｼﾘｱｹﾞﾑｼ ﾔﾏﾄｼﾘｱｹﾞ ○   ① 

ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｸﾛｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ○   ⑤ 

 ｶ ﾋﾄｽｼﾞｼﾏｶ  ○  ① 

 ﾐｽﾞｱﾌﾞ ｺｳｶｱﾌﾞ  ○  ① 

  ｱﾒﾘｶﾐｽﾞｱﾌﾞ   ○ ③ 

 ｱﾌﾞ ｳｼｱﾌﾞ  ○  ②③ 
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表３－６（９） 昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 秋季 確認地点 

ﾊｴ ﾂﾘｱﾌﾞ ｽｷﾊﾞﾂﾘｱﾌﾞ  ○  ③ 

 ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ｵｵｲｼｱﾌﾞ ○   ①③ 

  ｱｵﾒｱﾌﾞ  ○  ①②③⑤⑥ 

  ｼｵﾔｱﾌﾞ  ○  ③ 

  ﾁｬｲﾛﾑｼﾋｷ ○   ① 

  ﾏｶﾞﾘｹﾑｼﾋｷ ○   ②③ 

  ｻｷｸﾞﾛﾑｼﾋｷ  ○  ③ 

  ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ科の一種 ○   ③ 

 ﾊﾅｱﾌﾞ ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○  ○ ①③⑤⑥ 

  ﾅｶﾞﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○ ⑤ 

  ﾐﾅﾐﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○   ③ 

  ｼﾏﾊﾅｱﾌﾞ   ○ ②③⑤⑥ 

  ﾊﾅｱﾌﾞ ○ ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

  ｱｼﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ ○   ③ 

  ｵｵﾊﾅｱﾌﾞ   ○ ②③④⑤⑥ 

  ｷﾝｱﾘｽｱﾌﾞ ○   ③ 

  ﾊﾅｱﾌﾞ科の一種 ○   ⑤ 

 ﾐﾊﾞｴ ﾐﾂﾎﾞｼﾊﾏﾀﾞﾗﾐﾊﾞｴ ○   ③ 

 ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ ｾｽｼﾞﾊﾘﾊﾞｴ   ○ ④ 

  ﾏﾙﾎﾞｼﾋﾗﾀﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ   ○ ③ 

ﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ   ○ ④ 

ﾁｮｳ ｾｾﾘﾁｮｳ ﾀﾞｲﾐｮｳｾｾﾘ ○   ③ 

  ｷﾞﾝｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ  ○  ① 

  ﾋﾒｷﾏﾀﾞﾗｾｾﾘ ○ ○  ①② 

  ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ ○ ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

  ﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ   ○ ②④ 

  ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ  ○ ○ ①②③④⑥ 

  ｺﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ ○ ○  ①②③ 

 ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｶﾗｽｱｹﾞﾊ  ○  ②③ 

  ﾓﾝｷｱｹﾞﾊ  ○  ②③ 

  ｵﾅｶﾞｱｹﾞﾊ  ○  ③⑤ 

  ﾅｶﾞｻｷｱｹﾞﾊ   ○ ② 

  ｸﾛｱｹﾞﾊ ○ ○  ②③ 

  ﾅﾐｱｹﾞﾊ  ○  ②④⑤ 

 ｼﾛﾁｮｳ ﾓﾝｷﾁｮｳ ○ ○ ○ ①②③④⑤⑥ 
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表３－６（１０） 昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 秋季 確認地点 

ﾁｮｳ ｼﾛﾁｮｳ ｷﾀｷﾁｮｳ ○ ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

  ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ ○ ○ ○ ①②③④ 

  ｽｼﾞｸﾞﾛｼﾛﾁｮｳ ○ ○ ○ ①②③⑤ 

  ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ ○ ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

 ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ｳﾗｺﾞﾏﾀﾞﾗｼｼﾞﾐ ○   ①④ 

  ﾙﾘｼｼﾞﾐ  ○ ○ ①②③④ 

  ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ ○ ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

  ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ ○  ○ ④⑤⑥ 

  ﾐﾔﾏｼｼﾞﾐ ○ ○  ④ 

  ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ ○ ○ ○ ②③⑤⑥ 

  ﾑﾗｻｷｼｼﾞﾐ  ○ ○ ①②③ 

  ｺﾞｲｼｼｼﾞﾐ ○ ○ ○ ①② 

  ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ ○ ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

 ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ  ○ ○ ①②③④ 

 ﾃﾝｸﾞﾁｮｳ ﾃﾝｸﾞﾁｮｳ ○  ○ ③④ 

 ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｺﾑﾗｻｷ ○   ①④ 

  ﾐﾄﾞﾘﾋｮｳﾓﾝ ○ ○  ①② 

  ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ ○ ○ ○ ①②③④⑤ 

  ｵｵｳﾗｷﾞﾝｽｼﾞﾋｮｳﾓﾝ ○ ○ ○ ①②③ 

  ﾋﾒｱｶﾀﾃﾊ  ○ ○ ②③④⑤ 

  ﾒｽｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ ○  ○ ①②③ 

  ｳﾗｷﾞﾝﾋｮｳﾓﾝ ○ ○  ①②③ 

  ｱｶﾎｼｺﾞﾏﾀﾞﾗ  ○ ○ ②③ 

  ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ  ○  ② 

  ﾙﾘﾀﾃﾊ ○ ○ ○ ①② 

  ｲﾁﾓﾝｼﾞﾁｮｳ ○ ○  ①②③④⑥ 

  ｱｻﾏｲﾁﾓﾝｼﾞ ○ ○  ①③④⑥ 

  ｸﾓｶﾞﾀﾋｮｳﾓﾝ ○   ⑥ 

  ｺﾐｽｼﾞ ○ ○ ○ ①②③④⑤ 

  ｷﾀﾃﾊ ○ ○ ○ ①②③④⑤⑥ 

  ｵｵﾑﾗｻｷ  ○  ① 

  ｱｶﾀﾃﾊ  ○ ○ ①②④ 

 ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｸﾛﾋｶｹﾞ ○ ○ ○ ①②③ 

  ﾋｶｹﾞﾁｮｳ ○ ○  ①②③⑤ 

  ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ  ○  ② 
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表３－６（１１） 昆虫類確認種一覧 

目名 科名 種名 春季 夏季 秋季 確認地点 

ﾁｮｳ ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｺｼﾞｬﾉﾒ ○   ③ 

  ﾋﾒｼﾞｬﾉﾒ ○ ○  ①②③⑤ 

  ﾔﾏｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ ○ ○  ①②③④ 

  ﾋﾒｳﾗﾅﾐｼﾞｬﾉﾒ ○ ○  ①②③⑤ 

 ｶｷﾞﾊﾞｶﾞ ﾋﾄﾂﾒｶｷﾞﾊﾞ  ○  ② 

 ｱｹﾞﾊﾓﾄﾞｷ ｱｹﾞﾊﾓﾄﾞｷ  ○  ② 

  ｷﾝﾓﾝｶﾞ ○ ○  ①②③ 

 ｼｬｸｶﾞ ｺｽｼﾞｼﾛｴﾀﾞｼｬｸ ○   ② 

  ｺﾞﾏﾀﾞﾗｼﾛｴﾀﾞｼｬｸ ○   ② 

  ｳｽｷﾂﾊﾞﾒｴﾀﾞｼｬｸ   ○ ② 

  ｵｵｱﾔｼｬｸ  ○  ① 

  ﾏｴｷﾋﾒｼｬｸ ○   ⑤ 

 ﾔﾏﾏﾕｶﾞ ｸｽｻﾝ ○   ⑤ 

 ﾄﾞｸｶﾞ ｷｱｼﾄﾞｸｶﾞ ○   ⑤ 

 ﾋﾄﾘｶﾞ ｶﾉｺｶﾞ  ○  ①⑤ 

 ﾔｶﾞ ｸﾙﾏｱﾂﾊﾞ   ○ ①② 

  ｴｿﾞｷﾞｸｷﾝｳﾜﾊﾞ   ○ ① 

  ﾌｸﾗｽｽﾞﾒ  ○ ○ ① 

  ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ   ○ ④ 

  ﾂﾒｸｻｶﾞ   ○ ④ 

 ﾏﾀﾞﾗｶﾞ ｷｽｼﾞﾎｿﾏﾀﾞﾗ ○   ③ 

  ﾎﾀﾙｶﾞ ○   ② 

 ﾂﾄｶﾞ ﾅﾆｾﾉﾒｲｶﾞ ○ ○  ⑤ 

  ﾕｳｸﾞﾓﾉﾒｲｶﾞ  ○ ○ ⑤ 

  ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ  ○ ○ ③④⑤ 

  ｸﾛﾍﾘｷﾉﾒｲｶﾞ   ○ ⑤ 

  ｳｽｲﾛｷﾝﾉﾒｲｶﾞ ○   ⑤ 

  ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ   ○ ⑤ 

  ﾏｴｷﾉﾒｲｶﾞ ○ ○  ⑤ 

13 目 109 科 373 種 
221

種 

181

種 

132

種 
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表３－７ 昆虫類重要種一覧 

選定基準 調査結果 

目名 科名 種名 
種の 
保存法 

環境省 
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ
2015 

栃木県 
ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ 
2011 

改訂版 

H23 年度 H28 年度

ﾄﾝﾎﾞ ｶﾜﾄﾝﾎﾞ ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ  準  ◎ ● 

 ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ ﾎﾝｻﾅｴ   要注目 ○ ● 

 ﾄﾝﾎﾞ ﾏｲｺｱｶﾈ   準 ○ ● 

  ﾋﾒｱｶﾈ   準 ○  

ﾊﾞｯﾀ ﾊﾞｯﾀ ｶﾜﾗﾊﾞｯﾀ   要注目 ○ ● 

ｶﾒﾑｼ ﾊﾈﾅｶﾞｳﾝｶ ﾏｴｸﾞﾛﾊﾈﾅｶﾞｳﾝｶ   情報不足 ○  

 ｺｵｲﾑｼ ｵｵｺｵｲﾑｼ   要注目  ● 

ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾂﾉﾄﾝﾎﾞ ｷﾊﾞﾈﾂﾉﾄﾝﾎﾞ   要注目 ○ ● 

ｺｳﾁｭｳ ﾊﾝﾐｮｳ ﾊﾝﾐｮｳ   準 ○  

  ｱｲﾇﾊﾝﾐｮｳ  準 準 ○ ● 

 ｵｻﾑｼ ｵｻﾑｼﾓﾄﾞｷ   要注目  ● 

  ｵｵﾋﾗﾀﾄｯｸﾘｺﾞﾐﾑｼ  ⅠA 類 Ⅰ類 ○  

 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ｸﾛｹﾞﾝｺﾞﾛｳ  準  ◎ ● 

  ｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ  準  ◎ ● 

 ｶﾞﾑｼ ｺｶﾞﾑｼ  情報不足  ◎ ● 

  ｶﾞﾑｼ  準 要注目 ○  

 ﾎﾀﾙ ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ   準  ● 

 ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ｷｲﾛｼﾞｮｳｶｲ   準 ○ ● 

 ｶﾐｷﾘﾑｼ ﾖﾂﾎﾞｼｶﾐｷﾘ  ⅠB 類 Ⅱ 類 ○  

 ﾊﾑｼ ﾖﾂﾎﾞｼｱｶﾂﾂﾊﾑｼ   準 ○  

 ｿﾞｳﾑｼ ｵﾅｶﾞｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ   準 ○  

  ｽｹﾞﾋﾒｿﾞｳﾑｼ   要注目 ○  

  ｽｹﾞﾉﾊﾗｼﾞﾛﾋﾒｿﾞｳﾑｼ   準 ○  

ﾊﾁ ｱﾘ ﾄｹﾞｱﾘ  Ⅱ類  ◎  

ﾁｮｳ ｾｾﾘﾁｮｳ ｷﾞﾝｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ  準 要注目  ● 

  ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ   要注目 ○ ● 

 ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｼﾞｬｺｳｱｹﾞﾊ   要注目 ○  

 ｼﾛﾁｮｳ ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ  ⅠB 類 要注目 ○ ● 

 ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ｳﾗｺﾞﾏﾀﾞﾗｼｼﾞﾐ   要注目  ● 

  ﾐﾔﾏｼｼﾞﾐ  ⅠB 類 準  ● 

 ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｵｵﾑﾗｻｷ  準 要注目 ○ ● 

 ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｵｵﾋｶｹﾞ   要注目 ○  

7 目 23 科 32 種 0 種 13 種 27 種 26 種 19 種 

※「○」は平成 23 年度調査で確認された種、「◎」は平成 23 年度調査で確認されたが、平成 23 年度当時は重要種ではな

かった種、｢●｣は平成 28 年度調査で確認された種を表す。 
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表３－８ 各地点での昆虫類重要種一覧表 

調査結果 

H23 年度 H28 年度 

丘陵地 河川 水田 丘陵地 河川 水田 
種名 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ      ○      ● 

ﾎﾝｻﾅｴ   ○     ●     

ﾏｲｺｱｶﾈ ○ ○ ○   ○   ●    

ﾋﾒｱｶﾈ  ○           

ｶﾜﾗﾊﾞｯﾀ    ○      ●   

ﾏｴｸﾞﾛﾊﾈﾅｶﾞｳﾝｶ   ○          

ｵｵｺｵｲﾑｼ        ●     

ｷﾊﾞﾈﾂﾉﾄﾝﾎﾞ ○ ○       ●    

ﾊﾝﾐｮｳ  ○           

ｱｲﾇﾊﾝﾐｮｳ    ○      ●   

ｵｻﾑｼﾓﾄﾞｷ          ●   

ｵｵﾋﾗﾀﾄｯｸﾘｺﾞﾐﾑｼ  ○           

ｸﾛｹﾞﾝｺﾞﾛｳ    ○   ●      

ｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ  ○      ●     

ｺｶﾞﾑｼ  ○        ● ●  

ｶﾞﾑｼ  ○           

ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ       ●      

ｷｲﾛｼﾞｮｳｶｲ  ○     ●      

ﾖﾂﾎﾞｼｶﾐｷﾘ ○            

ﾖﾂﾎﾞｼｱｶﾂﾂﾊﾑｼ    ○         

ｵﾅｶﾞｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ  ○           

ｽｹﾞﾋﾒｿﾞｳﾑｼ  ○           

ｽｹﾞﾉﾊﾗｼﾞﾛﾋﾒｿﾞｳﾑｼ  ○           

ﾄｹﾞｱﾘ ○ ○ ○          

ｷﾞﾝｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ       ●      

ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ   ○    ● ● ● ●  ● 

ｼﾞｬｺｳｱｹﾞﾊ  ○  ○         

ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ ○  ○ ○ ○  ● ● ● ●   

ｳﾗｺﾞﾏﾀﾞﾗｼｼﾞﾐ       ●   ●   

ﾐﾔﾏｼｼﾞﾐ          ●   

ｵｵﾑﾗｻｷ ○ ○ ○ ○   ●      

ｵｵﾋｶｹﾞ ○            

地点別合計 7 種 15種 7 種 7種 1種 2種 8種 5種 4種 8 種 1 種 2 種

合計 7 目 20 科 26 種 6 目 16 科 19 種 

※「○」は平成23年度調査で確認された種、｢●｣は平成28年度調査で確認された種を表す。 

 

以下に確認された注目種の生態を示す。 

 

 

 

 

 



 26

 

ア．アオハダトンボ 

水生植物の繁茂する水質が良好な河川中流域や湧水河川などに生息する。成

虫は主に 6～7 月にかけてみられる。未熟期も水辺からそれほど離れずに生活

する。成熟した雄は水辺で縄張りを持ち、産卵中の雌の近くに静止し警護する。

雌は単独で水面付近の植物組織内に産卵する。潜水産卵を行うこともある。 

 

イ．ホンサナエ 

日本に生息するトンボの中で最も早く発生し、成虫は 4月上旬から 6 月下旬

までみられる。羽化後間もない成虫は羽化した水域からやや離れた丘陵地の雑

木林周辺で見られることが多い。 

 

ホンサナエ（平成 28 年 5 月 29 日撮影） 

 

ウ．マイコアカネ 

成虫は 6 月～11 月にみられる。雄は成熟すると顔面が青白くなり、体は鮮や

かな赤色になる。雌は、普通成熟しても橙褐色をしているが、雄のように赤く

なる個体もいる。 

 

 

 

マイコアカネ（平成 28 年 8 月 10 日撮影） 
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エ．カワラバッタ  

成虫は 7 月～11 月にみられる。体色は灰色で生息地である河原の石の色にと

けこむ隠蔽の効果がある。前翅は長く、2 本の暗色横帯をもち、後翅は中央部

に弧を描く褐色の帯状紋があり、その内部は鮮やかな青色をしている。 

 

カワラバッタ（平成 28 年 8 月 10 日撮影） 

 

オ．オオコオイムシ 

成虫は 3 月～11 月にみられる。高層湿原や谷地などの閉鎖的な水域に生息す

る。 

 

カ．キバネツノトンボ 

成虫は 4 月～6月にみられ、昼間草原を活発に飛翔し、空中を飛んでいる

小さな昆虫を捕まえて食べる。雌は交尾を終えると、草原の草の茎や低木の

小枝に 40～60 個の楕円形の卵を 2列に並べて産みつける。20 日前後でアリ

ジゴクに似た形の幼虫が孵化してくる。幼虫は草の根際や石の下で他の昆虫

を捕まえて体液を吸う。 

 

キバネツノトンボ（平成 28 年 5 月 27 日撮影） 
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キ．アイヌハンミョウ 

成虫は 3 月～8月にみられる。河川敷、上流域から中流域にかけての川原、

石の多い半裸地に生息する。 

 

アイヌハンミョウ（平成 28 年 5 月 28 日撮影） 

 

ク．オサムシモドキ 

海岸の砂地を主な生息地としているが、内陸では河川敷のパッチ状に草木

が生える半安定滞（中水敷）の砂地に生息する。成虫、幼虫ともに日中は砂

の中にもぐっているが、夜間に現れて活動する。灯火にも飛来する。 

 

オサムシモドキ（平成 28 年 10 月 18 日撮影） 

 



 29

 

ケ．クロゲンゴロウ 

平地から低山地の水草の豊富な池沼、水田等に生息する。成虫は 5月より

活動し、水草の茎に産卵する。幼虫は 5～8月に水生昆虫などを捕食し、岸辺

で蛹化する。 

 

クロゲンゴロウ（平成 28 年 10 月 18 日撮影） 

 

コ．シマゲンゴロウ 

平地から丘陵の水草の豊富な浅い池沼、湿地、水田、放棄水田に生息する。

成虫は5～8月に水草の茎や葉の表面に産卵し、幼虫は2週間程度で蛹化する。 

 

シマゲンゴロウ（平成 28 年 5 月 29 日撮影） 
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サ．コガムシ 

成虫は 4 月～10 月にみられる。水田や河川敷の水たまりなど不安定な止水

域で繁殖をするが，ため池など安定した水域では繁殖しない。成虫は水草を

食べ，幼虫は肉食性である。 

 

シ．ヘイケボタル 

成虫は 6 月～8月にみられる。幼虫は水田や池沼などの止水や用水中に生

息し、モノアラガイ類などの小型の水生貝類を食べる。 

 

ヘイケボタル（平成 28 年 8 月 11 日撮影） 

 

ス．キイロジョウカイ 

成虫は 5 月～6月にかけてみられる。古い湿地やハンノキ林をともなう湿

地等に多く見られる。 

 

キイロジョウカイ（平成 28 年 5 月 29 日撮影） 
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セ．ギンイチモンジセセリ 

成虫は平地では 4月下旬～5月、7月中旬～8月の年 2 回、山地では 6 月～

7 月上旬の年に 1回出現する。まれに平地では 9月にも成虫が見られること

があり、年 3 回の発生がみられる。幼虫はススキ、アブラススキ、チガヤな

どを食草とする。 

 

ソ．オオチャバネセセリ 

成虫は 6 月～9月にみられ、年に 2 回発生すると考えられている。各種の

花に集まり、特にアザミ類の花には多数が訪花し、吸蜜する。幼虫はイネ科

のアズマネザサ、ススキ、ササ類などを食草とする。 

 

オオチャバネセセリ（平成 28 年 8 月 10 日撮影） 

 

タ．ツマグロキチョウ 

年に 3～4回の発生を繰り返し、成虫で越冬するため、一年中成虫をみる

ことができる。成虫の主な活動期は 4月中旬から 11 月までで、成虫は各種の

花に吸蜜に訪れ、雄は湿地で吸水することもある。幼虫はマメ科のカワラケ

ツメイを食草とする。 

 

ツマグロキチョウ（平成 28 年 10 月 18 日撮影） 
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チ．ウラゴマダラシジミ 

成虫は 5 月下旬～7 月頃の年１回みられる。雄は夕方や曇天の日中に、食

樹付近を活発に飛翔する。雌は雑木林内をゆっくり飛翔し、モクセイ科のイ

ボタノキの花で吸蜜するが、見かける個体数は雄より少ない。 

 

ウラゴマダラシジミ（平成 28 年 5 月 29 日撮影） 

 

ツ．ミヤマシジミ 

成虫は 5 月中旬～10 月上旬の年 4回程みられる。河原など開けた草地を活

発に飛翔し、コマツナギ、ミヤコグサ、ヒメジョオンなどの花で吸蜜する。

雄は集団で湿った地面で吸水することが多い。幼虫はマメ科のコマツナギを

食草とする。卵で越冬する。 

 

ミヤマシジミ（平成 28 年 8 月 10 日撮影） 
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テ．オオムラサキ 

成虫は 6 月下旬～8 月の年１回みられる。成虫は雄雌ともにクヌギ、コナ

ラ、ヤナギ類などの樹液を好み、頻繁に飛来して吸汁する。幼虫は平地では

ニレ科のエノキを食樹とする。越冬態は幼虫で、食樹の根元の落葉に隠れて

越冬する。 

 

オオムラサキ（平成 28 年 8 月 11 日撮影） 

 

 

参考） 

・レッドデータブックとちぎ－栃木県の保護上注目すべき地形・地質・野生動

植物－（2005 栃木県林務部自然環境課） 

   ・レッドデータブック 2014 －日本の絶滅のおそれのある野生生物－ 5 昆虫

類（2015 環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室） 



 34

 

３－３ 各調査地点の概要 
ア．丘陵地（地点①～③） 

本市の丘陵地は、スギ･ヒノキの植林が大半を占めているが、一部にはまと

まった落葉広葉樹林がある。また、谷部には開けた谷津田が広がっているほか、

多くの林が河川、水田等の水辺環境と隣接し、多様な自然環境を形成している。 

本調査では、地点①、②、③において、両生類がそれぞれ 6 種、5 種、4 種

確認され、水田でトウキョウダルマガエル、ニホンアマガエル、樹林地やその

周辺においてニホンアカガエル、シュレーゲルアオガエルなどがみられた。 

爬虫類については、地点①、②、③において、それぞれ 3 種、1 種、3 種確

認され、ニホンカナヘビ、ヒガシニホントカゲといったトカゲ類やシマヘビ、

アオダイショウなどのヘビ類がみられた。 

昆虫類については、地点①、②、③において、それぞれ 166 種、166 種、162

種確認され、草地環境に生息するキバネツノトンボ、ツマグロキチョウ、また、

クヌギなどの落葉広葉樹の生育する雑木林に特徴的なオオムラサキの生息が

みられた。 

 

イ．河川（地点④） 

本市を代表する河川の一つである鬼怒川河川敷の一部には、ヤナギ類やアカ

マツなどが優占する河畔林やイネ科植物の優占する草地が広がっている。 

本調査では両生類が 3種確認されており、水田付近でトウキョウダルマガエ

ル、河川内においてツチガエルがみられた。 

爬虫類については 1 種が確認され、河畔林周辺においてニホンカナヘビがみ

られた。 

昆虫類については 88 種が確認され、河川の砂地や礫地環境を特徴づけるカ

ワラバッタ、アイヌハンミョウ及びオサムシモドキなどがみられた。 

 

ウ．水田（地点⑤、⑥） 

本市南部の大部分は水田地帯であり、その中を大小様々な水路が走っている。

また、小規模ではあるが社寺林や屋敷林などが点在している。 

本調査では、地点⑤、⑥において、両生類がそれぞれ 3種確認され、水田や

水路でニホンアマガエル、トウキョウダルマガエルが多くみられた。 

爬虫類については、地点⑥において 1種が確認され、水田周りの土手などで

シマヘビがみられた。 

昆虫類については、地点⑤、⑥において、それぞれ 119 種、59 種確認され、

水田内でコガムシの成虫や水田周りの草地でオオチャバネセセリがみられた。 
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３－４ 平成 23 年度調査との変化 
ア．丘陵地（地点①～③） 

丘陵地の地点③においては、林内を流れていた小川の水が近年みられなくな

り、生息、生育していた動植物の減少がみられている。地点①においては、平

成 23 年度の調査で確認していたアズマヒキガエルの幼生が、今回調査でも同

所と思われる水溜りで確認されていることから、繁殖場所が維持されているこ

とがうかがえる。また、地点①、②の土水路において、アカハライモリが確認

されており、圃場整備や水路のコンクリート化などが行われておらず、水路か

ら森林への連続性が保たれている、アカハライモリの生息に適した良好な環境

が残されていると考えられる。 

 

 

地点①アズマヒキガエル幼生 

（平成 28 年 5 月 25 日撮影） 

 

 

地点①アズマヒキガエル繁殖地 

（平成 28 年 5 月 25 日撮影） 
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イ．河川（地点④） 

鬼怒川の地点④において、平成 23 年度に確認されていたカワラバッタ、ア

イヌハンミョウといった重要種は、今回の調査でも確認され、河川環境の砂地

や礫地等の生息環境は維持されていると考えられる。しかし、これらの環境に

生育するキク科植物であるカワラヨモギにみられるヨツボシアカツツハムシ

やウマノスズクサを食草とするジャコウアゲハ等が、今回調査では確認されな

かった。これらの理由として、外来のイネ科植物であるシナダレスズメガヤな

どの繁茂により、昆虫類の食草となる植物種が減少したことによる昆虫相への

影響があった可能性が考えられる。 

 

 

地点④オサムシモドキが潜っていた穴 

（平成 28 年 10 月 15 日撮影） 

 

 

地点④鬼怒川河川敷 

（平成 28 年 7 月 21 日撮影） 
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ウ．水田（地点⑤，⑥） 

水田の地点⑤及び地点⑥では、一部の水田が畑地に変わったが、丘陵地及び

河川に比べ、環境の変化は見られなかった。また、両生類、爬虫類は平成 23

年度調査との確認種の変化はなかった。 

 


